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T. KAMIY A: On the Sp口ー'Ogyl'aSp. Containing 

Calcium Oxalate 

淡水藻の細胞内lζは往々結晶体を含むものが見 られるが，特に接合藻類

のチリ モ科のミカヅキモ Closteriumは常に硫酸石灰の微粒を有するらのが

あり，ア オミドロやホシミ ドロ 属の Zygnemacruciatum Iζはタン ニン粧が

あり ，ヒヂオリ 属の Mougeotiascalaris lCは塩化第二鉄を含むとと が知られ

ている。乙乙 lζ述べる十字型の移酸石灰の結品体を有するアオミドロについ

て，FISCHER (1883)は熱帯地方で Sρirogyrasetiformis， TRANSEAU (1914)は

ドイツで Sρirogyraell~ρsospora を報告している。筆者は愛知県内産の結晶

体のある アオ ミドロ を調べ何れも移酸石灰で塩酸に諮け，酷酸lζ不溶てある

が，灰{象にした結晶は目!?酸lζよく溶ける乙とを隊認した。

採集した アオミドロは S. ell ~戸sosρora に近似するが細胞の太さは小さ

く，S. setiformisに比して葉緑体数少なく ，両者の中間の種類と思われる。

細胞の径 78~1l1 μ， 長さ 1~5 倍で栄養期は長いが接合期は短くなる。接合

子はl民面 lζ 模様なく ， 楕円体をなし 60~80x 80~105μ である。葉緑体は

(2~) 3~6 本， 2~3 回らせん状でピレノイドは大きく多数ある。 細胞内の彦酸

石灰の結晶は葉縁体の内側lζ平行或いは垂直または斜[ζ位置し，結晶の形は

3叉状，十字形，複十字形 (Fig.1，D)などさまざまであるが一般に十字形が

よく見られる。 乙のような結晶がどの細胞にもあ り，その数はl時期によるか

環境lとよるかはli'(ti言できないが，1 11~jから数 10 個 (Fig . 2) 含まれたも のま で

ある。 乙れら は細胞内lζ比較的中火lと多い傾向があるー年中何時でも存在し

接合直前にも見られたが (Fig.1，A)，談合子は抑協して見たが見当らなかっ

た。 ζ のアオミドロ の採集状況は次の通りである。

( 1 )岡崎市明大寺町 30/XI・56 水 田神谷 (Fig.1， B， C) 

( 2 )同 13β1 '57 水 田神谷 pH.6.4-7.6 

( 3 )間 四月II'57 満室水筒神谷(接合)(Fig. 1， A) 
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Fig. 1. Calcium oxalate crystals 
ll1 a c巴11of Stu.ogym sp.; A， at 
conjugating period; B， C， vege-
tative cells period; D， various 
forms of the crystal by・ spodo-
gramme (Ax73; Bx145; C， D 
x4(0) 

( 4 ) 岡崎市明大寺町

(5 ) 宝飯郡音羽町萩

( 6 ) 犬山市木曽川11伴

2jIV'57 

24jIV'57 

8jVI '57 

( 7 ) 知多郡横須賀川1太田川 14jIX'57 

(8) 愛知郡豊明村前後 12jX '57 

71<. 

庭

Fig. 2. Calciu m oxalat巴

crystals i 11 the cells 

of Stu.ogym sp.; by 

spodogrul11111e (ca. X 

410) 

岡村i谷 pH.7.0-8.2 

池伊藤 顕 正

河原水溜 佐藤徳 次

1男水池佐藤徳次

回 佐 藤 徳 次

( 9 )岡崎市明大寺111J 20jIV'59 水 田神谷(灰像)(Fig. 1， D ; 2) 

(10)同 15jVI '59 水 田 神 谷 (接合)

このように彦酸石灰を含むアオミドロは愛知県内lζは広 く分布し，産地

の多く は花開岩地干作の清冷な湧水の流れる水田，池 i辞l乙自生し冬でも生育

する。

なおアオミドロ属は KRIEGER(1941)によ ると275種類知られているが，

そのう ち穆酸石灰を含有されている乙とが報告されている のは前記の2種類
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のみである。ま た普通顕花植物の細胞内 [ζ含まれる蔭酸石灰は金平糖状，針

形または十字形であるが，複雑な後十字形まで発達することは本穫の特異性

があるゃに思われる。また穫酸石灰の結晶の一番多かった試料は産地(9)，接

合前の細胞が短くなったもので， 数 10個も含まれ， 複十字形結晶の多いの

は冬期であったことは生理的!と重要な関係があるかも知れない。

以上今まで調べ得た ζ とを報告し，今後の調査をまつ乙ととする。

Summary 

The author founcl the existence of calcium oxalate crystals ¥¥"ithin the cells of 

δμ1"ogyra sp. collectecl at Aichi Prefecture (the miclclle part of Japan) ancl so far 

as he knows， this r巴corclhas not yet been r巴porteclhitherto in Japan 

The species name of this S;ρ口'ogymis not clear at present but it seems to be an 

intermecliate form between S. ellかsospomancl S. setifonnis: cells 78-111μin clia-

meter， 1-5 folcl in length， chromatophores (2-) 3-6， 2-3 times spirally， zygospores 

ellipsoicl，60-80x80-105μ， sllrface of cell wall without ornament (Fig. 1， A). 

The form of calcillm oxalate crystals varies as shown in Fig. 1， A; ancl the 

crystals are to be observ巴clall the year rOllncl 
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